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5.ロシアの自動車産業




































































(2)新 ｢融合 ･統合型機械産業｣の重要性 (注1)
① 新 ｢融合 ･統合型機械産業｣とは何か
A.自動車産業と電気 ･電子産業との融合 ･一体化
B.自動車産業と航空機産業との関連性















③ 地域部品 ･素材産業における グ`リーン･デバイド(GreenDivide)"問題 -･ --･-114
A. グ`リーン･デバイTI"とは何か
B. グ`リーン･デバイド'の回避と ｢地域グリーンディール｣構想 -･･- ･･-･･--- 116
a. デ`ジタル ･デバイド(DigitalDivide)"と県央金型産業 (注18) ･--･---- 116
b. グ`リーン･デバイド'と ｢社会的イノベーション｣
C.｢ディーセント･ウオーク (DecentWork)｣と ｢地域グリーンディール｣ --- 119
C-1.｢社会的成長戦略｣の一環としての ｢地域グリーンディール｣ -･ - - ･-･･119













1.新潟県の新 ｢融合 ･統合型機械産業｣(自動車･電気電子産業 ･航 空機産 業の融合 ･一 体化)に

















































































































新潟経営大学 ･地域活性化研究所 ･研究プロジェクト (平成21年度)





























































































































(注9)問題の重層性 ･輯輯性は､経済を包摂し得る ｢経済 ･政治 ･倫理｣の複合体を欠いたままでは､
｢市場｣さらにはその背後にある ｢資本主義｣の本質を理解することすら今や困難にしている


























































図表Ⅰ-3 各国賃金比較 (ワーカー [一般工職])
ニューデリー バンコク マニラ ハノイ クアラルンプー ル 上海



























指標 2005年 2010年 年平均変化率､変化幅 属性
経済成長 GDP (兆元) 18.2 26.1 7.5% ○
1人当たりGDP (元) 13,985 19,270 6.6% ○
経済構造 付加価値に占めるサービス業比率 (%) 40.3 43.3 3.0 ○
就業に占めるサービス業比率 (%) 31.3 35.3 4.0 ○
研究開発費のGDP比 (%) 1.3 2.0 α7 ○
都市化率 (%) 43.0 47.0 4.0 ○
人口 -全国総人口 (万人) 130,756 136,000 8.0%以下 ◎
資源 エネ■ルギー単位消費量の低下 (%) - - 20◎単位工業付加価値当たりの使用水量の低下 (%) - - 〟
農業濯概用水有効利用係数 0.45 0.50 0.L75 ○
工業固体廃棄物総合利用率 (%) 55.8 60.0 4.2 ○
.環境 耕地保有量 (倍ha) 1.22 1.20 ▲0.30%以上 ◎主要汚染物質排出総量減少 - - 10.0%
森林被覆率 (%) 18.2 20.0 1.8% ◎
公共サー ビス 国民平均数育年数 (年) _8.5 9.0_ a.5 ○
都市基本年金保険カバー人数 (偉人) 1.74 2.23 5.10% ◎
新型の農村合作医療カバ-率~(%) _23.5 80.0以上 58.股 上 ◎
5年間の都市部就業増加数 (万人) - - 4,500
･人民生活 5年間の農業労働力移転 (万人) - - 4,500 ○
都市登録失業率 (%) 4.2 5.0以下 0.8MT ○
















































































0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%
人口構成比
(注)地域分類は以下のとおり:
長江デルタ (上海､江蘇､漸江) 珠江デルタ (広東､福建､広西､海南)
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(2)輸出の地域別構成比 (生産地ベース)
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とされる (拙著 『日中韓 ｢自由貿易協定｣構想-北東アジア共生経済圏をめざして-』 [明石
-26-
書店刊､2004年5月]p.42-43より)｡
(注8)内閣府 『世界経済の潮流一高成長が続く中国経済の現状と展望-』 (2006年 ･秋)p.86[UR
L]参照｡
(注9)同上参照｡
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(2)インフラ整備状況
インフラ 所在国 概要
1 南友高速道路建設 中国 南寧～友誼開聞､179.2km02005年開通o
2 プノンペン-ホーチミン高速道路整備 カンボジア､ベトナム 第2東西回廊の一部oADBによリ､1998年11月カンボジア.ベトナムに合計140万ドルの融資が承認oうち､ネアックルン-ホーチミン問は開通済oプノンペン.ネアックルン問は2010年に開通予定o
3 カンボジア道路改善 カンボジア ADBにより､2002年11月に50百万 ドルの融資が承認02007年3月現在継続中o
4 第2メコン国際橋 (第二友好橋)建設 ラオス､タイ 東西回廊を結ぶ物流の要所0日本が円借款を供与02006年開通o
5 元江-磨黒間高速道路建設 中国 147kmoADBにより､1999年7月に250百万 ドルの融資が承認02003年12月開通o
6 大理-楚雄間高速道路建設 中国 200kmoADBにより､1994年9月に150百万 ドルの融資が承認o開通済o
7 雲南省西部道路開発 中国 ADBにより､2003年10月に250百万 ドルの融資が承認02007年3月現在継続中o
8 アジアハイウエイ構想 日本､シンガポール､マレーシア タイ､カンボジア､ベトナム､中国､他 国連アジア太平洋経済社会理事会 (∪NESCAP)が推進oアジア-欧州間の道路網形成計画o関係32か国0日本も2003年11月に参加o総距離は141.000kmo(地図上ではその一部を記載)o
9 麓江-大理間鉄道建設 中国 全長167km02009年12月事業終了予定o
10 アジア縦断鉄道建設 シンガポー ル､マレー シア､タイ､カ ボジア､ベトナム､中国､他 UNESCAPが推進oアジア-欧州間をつなぐ全長80.900kmを計画 (地図上ではその一部を記載)o
ll 青蔵鉄道建設 中国 青海省 .西寧市とチベット自治区 .ラサ (泣薩)市を結ぶ02006年7月運転開始o将来的に支線を増設､うち1本はインド国境の亜棄 (ドモ)まで延長する見込みo
港湾 ∴- _醇_藷 轡 t'/.-SIir予 言ミ三番㌃喧 ▲√-;_I+-′-. キト_ 1さ -J`▲ 七 ←:. ,-一一く}7-:守.lj:I.い--7-LへI■
12 上海洋山深水着整備 中国 第3期は30バース､年間コンテナ取扱量1.500万TE∪以上に拡張､2012年完成予定02020年の全工事完成後､合計53パース､取扱量2,500万TEUまで拡張する計画o
13 広州南沙港整備 中国 2004年9月､4パース供用開始0第2期工事を開始しており10バースとする計画､2007年9月完成予定o
14 力イメツプ/テーパイ国際港開発 ベ トナム 力イメツプ港でコンテナ夕-ミナル､テーパイ港で-般貨物ターミナル建設など0日本が円借款供与02011年完成予定o
15 シアヌークビル巷緊急リハビリ事業 カンボジア コンテナ埠頭の延長などoコンテナ埠頭の延長については2007年11月完了予定0日本が円借款供与o
16 パシール.パンジャンコンテナターミナル拡張 シンガポール 新たに15バース増設を計画o
17 広東 (湛江差)-ハイフォン港コンテナ路線 中国､ベトナム 毎週一便が運行oコンテナ船には360個の標準コンテナが積載可能02007年3月から就航開始o
18 タンジュンフリオク港緊急リハビリ事業 インドネシア 航路､泊地の水底の土砂などの除去など02011年事業終了予定0日本が円借款供与o
19 チエンナイ巷整備 インド 第2コンテナターミナル整備などo
20 ラノン港拡張 タイ 12,000重量 トン以上の貨物船にも対応できるよう拡張o
21 北京首都国際空港整備 中国 3.800mX1本を増設､2007年完成予定o
22 上海浦乗国際空港整備 中国 3本の滑走路を増設､2007年完成予定o
23 広州白雲空港整備 中国 3.800mX2本､3.600mX1本を増設02010年完成予定o
24スワンナブーム国際空港建設 タイ 日本が円借款を供与02006年9月開港o現状2本の滑走路を､全体計画では4本にする予定o
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る｡まずミャンマー ･ルートが挙げられる｡ 同国は､ミャンマー経由の石油 i天然ガスパイプライン敷




















































続するという ｢京元線｣ルー トである (図表Ⅱ-3- [1]参照)｡いま一つの計画は､やはり北九州
地方から釜山を経て､さらにソウル ･開城 ･平壌 ･元山･豆満江 ･ウラジオストックを経由し､シベリ



























































(備考)北東アジア貿易回廊研究会 ｢新絹之路｣山海堂 2002年 p.707より作成｡






















































(注16)経済産業省資料 ｢第2章 東アジア事業ネットワークの拡大と深化｣p.4 [URL]より｡
(注17)同上より｡



































































































○ ○ ▲ ▲
イ ○ ○ ▲ △
杏 ○ ○ △ ▲○ ○ △ ▲
+ シ ○ ○ ▲ ▲














































































































年 生産台数 輸入台数 輸出台数
うち乗用車 うち乗用車
1995 1,452,697 158,115 129,176 17,747 1,413
1996 1,474,905. 75,863 57,942 15,112 635
1997 1,582,628 49,039 32,019. 14,868 1,073
1998 1,627,829 40,216 18,046 13,627 653
1999 1,831,596 35,192 19,652 10,095 326
2000. 2,068,186 42,703. 21,614 27,136 523
2001 2,341,528 71,398 46,632 26,073 763
2002 3,253,655 127,513 70,329 21,960 969
2003 4,443,491 171,710 103,017 45,777 2,849
2004 5,070,452 175,480 116,085 75,999 9,335























































(0.3%減) し､2009年 1-6月期にはさらに44.2% (前年同期比､8社 [トヨタ ･ホンダ ･日産 ･スズ
キ ･三菱自･マツダ ･ダイハツ ･富士重の8社､以下同じ]合計)と大幅に減少している (注17)｡次
いで国内新車販売台数も2006年に573万9,506台と4年ぶりに減少に転じており､2007年にはさらに減少
し190万4,903台 (ただし上位20社合計)､2008年にも199万7,436台 (同)に止まっており､さらに2009











2000年′ 2001年 2002年 2PO3年- 2004年 2005年 2006年 - 2007年 2008年
_エンジン~. 2,237.3432.214.0362.316.6592.416.327-2.534.7712.591.8702.633.070
駆動電動及び捜縦装置部品 1.816,0481.792.0961.975.4862.067.4812.180.2062.404iO112;560,7722.766.6142.732.426
懸架制動装置部品 513.876 504.895 525,684 538.611 550.624 554,739 575.434 538.635 505.175
その他の部品 515.675 488′059 ･487.870 489.665 -508.704 512,625 563.193･58.7.549 557.631
(出所)経済産業省経済産業政策局調査統計部 『平成19年機械統計年報』､2008年は月報の数値を合算｡
･2008年の生産金額 (自動車部品計)は9.316.455百万円で､前年度比で0.7%滅となった｡
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乗用車 7.610.533 7,864.676 8.491,480 8.047.929 8.097.082 8,359,434 ･;8.11ー7.563
商用車 2.585.003 2.482,023 2.483.607 1.994.029 1.795,307 1.781.362 1.659.628
合 計 10.195.536 10.346.699 10.975.087 10.041.958 9.892.389 10,140,796 I,9,777;191
2002 2003 2004 2005 2006 2.POプ J12008
乗用車 8.618.354 8.478.328 8,720.385 9.016.735 9,754.903 9.944.637 9.916.149
商用車 1.638.961 1.807.690 1.791.133 1.782,924 1.729′330 1.651.690 1.647.480








乗用車 2.896.216 2.860.080 3.579.131 3.684.430 3.757｣460p~〈､L~1.3,795.852 3,568,716
商用車 894.593 851.638 974.071 844.445 651.493 659,033 597.373
合 計 3′790.809 3.711.718 4.553.202 4.528.875 4.408.953' '一p-4,454,885 4.166.089
2002 2003 2004 2005 ≠006 2007 2008-
乗用車 4.012.373 4.080.498:L4;214,027 4,363,T6-8 5,295;497 5,811,959 :15⊥915.429
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(出所)(礼) 日本自動車工業会 ｢日本の自動車産業の現状｣〔URL〕p.12より｡
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E】□□ 輸シア車 ■車 (現地生 産 )入車












































































































































































集積の要因 概要 備考 (出所な_ど)










分社化によるグループ企業 ･昭和 12年のトヨタ自動車工業㈱設立 (豊田自動時機から分社 トヨタ自動車ホームページ (会社概
化)以降､豊田製鋼㈱ (現 .愛知製鋼㈱):昭和15年)､豊田
工機㈱ (昭和 16年)､東海飛行機㈱ (覗 .アイシン精機㈱ :
昭和 18年)､トヨタ車体工業㈱ (覗 .トヨタ車体㈱ :昭和20
午)､名古屋ゴム㈱ (堤 .豊田合成㈱ :昭和24年)､日本電装
㈱ (現 丁㈱デンソー.:昭和24年)等､部品 .鉄鋼 .工作機械




















































図表Ⅳ-5 自動車産業の広域展開の状況 (詳細一覧) (1999年)
コー ド 集積名 主な自治体名 自動車メーカーの主な拠点 面積(kn弓)辛薫蒸萱従業員数(人) 梨遺品出荷済(百万円)付加価債額(百万円) 体性摩円)資本装備率(千円)三村如せせ事(%)
62 宇都宮 .芳賀 宇都宮市､鹿沼市､真岡市 【日産自動車】栃木工場 (級)ホンダ】高根沢工場 (級)､真岡工場 (ユ)､芳賀工場 (ユ)､本田技術研究所､栃木プル-ビングセンターディーゼル】茂木試験場いす ゞ自動車】いす バゞス製造 (バ) 1,730 )片≡登52 17,542 245,534 >py<.979,986
63 県南 (栃木県) 足利市､栃木市､佐野市､小山 【いす ゞ自動車】栃木工場 (ユ)富士重工】スバル研究実験センタ- (テストコー ス) 1,120 軒Y^156 9,331 87,783 {^x,4 12,686
64 桐生 桐坐市 363 韮n 4,215 26,523 ,2936,090
65 太田.館林 大田市､館林市 【富士重工】本工場 (級)､矢島工場 (組)､大泉工場 (ユ)､太田北工場 (ユ)､伊勢崎製作所 (バ)､日産ディーゼル】群馬 -2001年度中に閉鎖野自動車】新田工場 (ユ) 349 蟻琵 19.853 464.637 Hu-pi-^%<ベもBi(,40413,598
67 前橋 .伊勢崎 前橋市､伊勢崎市 【ダイハツ】ダイハツ車体 (組)富士重工伊勢崎製作所 (バ) 476 75 10,339 118,010 ll.41410.020
70 藤岡 .富岡 藤岡市､富岡市 731 登玉6 3,107 27,171 ,7455,71
71 県央北部(埼玉県) 熊谷市､本庄市､深谷市 561 106 6,297 68,956 .951ゝ 10,593
75 東埼北部( 玉県) 行田市､加須市､羽生市､久喜 蓮田 幸手市 445 品数82 5,546 48,869 ,812 7,090
76 西埼北部( 玉県) 秩父市､東松山市 1,234 y^は0 7,818 59.676 ,633 7,868
好 北開菜計 Y-書聖妄1 陛AJtJ/ 花鰹 -yf"ソ 蔓Xm^+:m<m L 7,009 諾うき十84十048 u遵7,vl59 .649 10.480
72 西埼南部 川崎市､所沢市､飯能市､狭山 入間 朝霞志木 和光 新座富士見市､上福岡市､坂戸市､鶴ヶ島 日高市 【ホンダ】狭山工場 (組)､和光 ユ -2003年3月閉鎖本田技術肘｢発所 (和光､朝霞､朝霞束基礎技術研究センター) 803 hf198 14,645 134,081 9,829,155
73 県央南部 川口市､浦和市､大宮市､鴻巣 上尾 与野蕨市､戸田市､鳩ヶ谷桶川 北本 【日産ディーゼル】本社.上尾工場 (級 .ユ)鴻巣工場 (ユ) 410 空走5 8,575 68,886 8.033 10,04384青梅 青梅市､福生市､羽村市 140 72 6,123 154,91125,300 10,965
86厚木.秦野 相模原市､秦野市､厚木市､伊勢崎市､海老名市､綾瀬市 【日産自動車】久里浜工場 (ユ)-2002年3月閉鎖､テクニカルセンター 514 230 16,026 138,683 ､～,転54 9,789
87 横浜 .川崎･横須賀 横浜市､横須賀市､川崎市 【日産自動車】追浜工場 (級)､横浜工場 (ユ)､日産車体湘南工場 (級)､総合研究所いすゞ自動車】川崎 .ユ)-2005年末閉鎖三菱日 畢トヨタ関東自動車横須賀工場 (組)スズキ】横 技術研究所 680 36Ⅰ 33,560 576,481 ,‡78 10,846
88 小田原 .茅 ヶ崎 小田原市､茅ヶ崎市､南足柄市､平塚市 344 10,641 142,914 8,939
128 東駿河湾 沼津市､三島市､富士宮市､富士市､御殿場市､裾野 【トヨタ自動車】関東自動車工業 (東富士工場)東富士研究所 1,587 300 17,484 185,518 ,6m ll,767
式年 甫関東計 毒週悦N琵鮎 等 3.125 ,499107.054 1.401,474 .091 ‡収453 24
126 中遠 磐田市､掛川市､袋井市 【スズキ】磐田工場 (級)､大須賀工場 (ユ)､相良 ユ 竜洋テストコースヤマハ 磐田工場 (二)､浜北工場 (二) 1,143 333 25,425 346,791 ,640 12,007 27
127 西遠 浜松市､天竜市､浜北市､湖酉 【ホンダ】浜松製作所 (ユ.二)スズキ湖西工場 (級)､本社工場 (二)都田電子技術開発センター 1,328 769 39,755 619,156 .574 8,517
qr,輔》静岡西部計 中速粥恨 西速 .【スズキ】想 田工場､湖西工場他 . 2,471 .102 65,180 965.947 ,820 9.903
130 乗三河 豊橋市､豊川市､蒲郡市､新城 【トヨタ自動車】田原工場 (級)スズキ】豊川工場 (二) 1,718 275 24,024 641,712 16,257,711
131 岡崎 岡崎市､西尾市 【三菱自動車】岡崎工場 (級) 604 217 24,703 406,980 16,475 ll,631 31
132 知多 .衣浦 半田市､碧南市､刈谷市､安城 常滑 市立高浜 【トヨタ自動車】衣浦工場 (ユ)車体】富士松工場､刈谷工場 (級) 462 475 57,537 423,725 ,364 10,289 23
133 豊田 皇田市 【トヨタ自動車】元町工場 (組)､高岡工場 (組)､堤工場 (級)､本社工場 (ユ)､上郷 ユ 三好 ユ明知 下山広瀬 貞宝 そトヨタテクニカルセンタ-アラコ】吉原 951 250 71,848 2,060,327 ◆676 17,549
136 名古屋 名古屋市､瀬戸市､東海市､大府市､尾張旭 豊明日進 【三菱自動車】大江工場 (級)-閉鎖愛知横械】港工場 (組)トヨタ自動車】トヨタ総合研究所 679 36 26,499 336,066 12.682 9,025 24
愛繋一計 〉- -x湖 <榊'､ガ 毒等冊煎 x仰 4,4141,853204.611 3,868.810 .908 13,600++27
137 桑名 .四 日市 四日市市､桑名市 【ホンダ】八千代工業四日市製作所 (組) 723 119 9,918 170,297 ､170 13,668 34
138 鈴鹿 .亀 山 鈴鹿市､亀山市 【ホンダ】鈴鹿製作所 (級 .ユ) 386 99 12,549 365,377 .116 6,819 32
豊玉8 .843 +きき
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146 日野 .八日市 近江八幡市､八日市市､竜王町 【ダイハツ】滋賀 (竜王)工場 (ユ)- 580 3,962 182,65那一6,摘 23,063≡鶉5,韮速ま 衰
189 広島湾 広島市､呉市､大竹市､廿日 市 【マツダ】本社工場本社地区 (組)宇品 級 .ユ)-宇品第2工場2001年 9月閉 鎖 1,745 薮套 30.192 i 由 213,89郡-_:i)A+I義i=10.207 :藤
198 周南 徳山市､下松市､光市､新南陽市 887 漆 2,466 ≡≡書套 由 45,977≡= 641 7,970 丞
199 山口.防府 山口市､防府市 【マツダ】防府西浦工場 (級)､中開工場 (ユ) 1,43q 4,835 -,;j} 垂ら 71.14甘 7ij 16,299 寮
嶺. 繋 潮 90

















県 自動車メ-カー 工場名 生産品目 従業員数(2001.3)







日野自動車 新田工場(群馬県新田町). エンジン.部品生産 928
栃不県 -日産自動車 栃木工場 (栃木県上三川町) 車体組立､プレス､鋳造､ア?スル工場o全長6.5knのデス-トコ-ス. 5,756
本田痩研工業 .栃木製作所 高根沢工場(栃木県高根沢町) NSX､S2000､インサイト 1,280
′′ 真岡工場 エンジン関連部品､パワートレイ 921
(栃木県真岡市) ン部品の素材生産 .機械加工､組立
′′ 芳賀工場 駆動系部岳の機械加工及び N.A.
(栃木県芳賀町) 組立
本田技術研究所 栃木研究所 四由車の基礎研究､実車開発 N.A.
(栃木県芳賀町) (排ガえ､低 .高温､振動､騒音､衝突実験 研究開発)















東北 トヨタ自動垂東北 (宮城)日産自動車 (福島)
関東 いす 自ゞ動車 (東京) 日産自動車 (神奈川2) いす ゞ自動車 (栃木.神奈川2)
日産自動車 (東京) 富士重工業 (栃木) 日産自動車 (神奈川3.栃木)
日野自動車 (東京) 本田技研工業 (栃木.埼玉) 日産ディーゼル (埼玉3)
富士重工業 (東京) スズキ (神奈川) 日野自動車 (東京2.群馬)
本田技研工業 (東京) マツダ (広島) 富士重工業 (群馬5.東京 .栃木)
三菱自動車工業 (東京) 三菱自動車工業 (東京) 本田技研工業 (埼玉.栃木3)
三菱ふそうトラック.バス (東京) 三菱ふそうトラック.バス (栃木) 三菱ふそうバス.トラック(神奈川2)
東港 スズキ (静岡) トヨタ自動車 (愛知 .静岡) スズキ (静岡5.愛知)
トヨタ自動車 (愛知) スズキ (静岡) トヨタ自動車 (愛知12)
三菱自動車工業 (愛知) 本田技研工業 (静岡.三重)三菱自動車工業 (愛知2)ふそうバス.トラック (愛知)
北陸 三菱ふそうトラック.バス (富山)
近畿 ダイハツ工業 (大阪府) 三菱自動車工業 (京都) ダイハツ工業 (大阪.京都.兵庫 .滋賀2)三菱自動車工業 (京都 .滋賀).



















Engineering[企画 ･設計 ･試作段階から量産開始までの原価低減]提案)やVA提案 (ValueAnalysis
[量産開始後の原価低減]嘩案)を行うことによってはじめて両者の ｢イコール ･パートナ･-｣化が可




















































































































会社名 ~中核技術 業種 内容
A社 太田地区 自動車用電 ･電装品については､新規排ガス規制に適合した
装品の製造 小型軽量高出力化製品の開発を行っている○






















E杜 太田地区 自動車用電 ･燃費改善装品の製造 パワーウインド関連でダイカストから軽量化対
応の樹脂化や種類の統合などの取組が.ある○




G社 浜松地区 自動二輪車 ･排ガス検査装置を内製しながら排ガス対応商品
用マフラー等製造 を開発しているo
H社. 広島地区 自動車用ス ･配合剤として化学物質を使わず､従来より価格ボンジゴム が高くならない手法で､水を溶剤としたゴムシ｢
部品製造 ル製品のコーティング技術を開発した○







社数 (社) 構成比 (%)
.燃 費 改 善 16 69.6
脱 塩 ビ 等 9 39.1
カーエレクトロニクス化 _ 3 13.0
安 全 性 3 13.0
排 ガ ス 対 策 2 8.7






























会社名_ 工場名 (所在地)～ 内容





















阜社 自動車用ねじ ･自動車産業の集積が厚く､国内においては名古屋～静岡部品販売等 地域とともにポテンシャルの高い地域である○
B社 自動車内装業､ ･車で1-2時間の距離の企業が当社の納入先であり､納ダッシュボー 入先の増加が順調に図れたのは､北関東地域における自動
ド等製造 車産業の集積に_よるところが大きい○
C社 自動車用部品 ･富士重工業､本田､日産､ダイハツと取引を行い得ていのプレス製造 るのは､技術面は当然のこととして､近隣に多数のセット
メーカーが存在していることによる面が極めて大.きい○









会社名 事業内容 工場所在地 実施内容
ミトヨ 自動車ゴム 邑楽吋 千葉､埼玉両県にある計4ヶ所の製造拠点や営琴所部品､樹脂 を新事業所へ集約○ 規模の拡大により生産効率を高
部品 める○
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(2)調達元地域 (MA)∩-236
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(2)調達割合拡大希望地域 (MA)∩-236






























































































95年度実績値 2010年度目標値 向上率 (%)
乗 用 車 ガソリン車 12.3 15.1 22.8
ディーゼル車 10.1 11｣6 14.9
貨 物 車(車両総重量2.52以下) ガソリン車 14.4 16.3 13.2ディーゼル車 38 47 65
全 体 ガソリン車 12.6 15.3 21.4
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そこで､物理的 ･機械的特性論と経済的条件論の二つに分けて両者を比較 してみると､物理的 ･機械
的特性に関する限り-､マグネシウム合金は剛性設計部品に対しては鋼は無論のこと､アル ミニウム合金
に対 しても圧倒的な優位性を発揮 しているのである (図表Ⅳ-19- [1]参照)｡ しかしながら､そこ
にコス ト要因を入れると状況は一変する｡ マグネシウム合金は､鋼およびアル ミニウム合金に対 して材
































































_時期 メーカ⊥ 製 品 成型方法
97/01 SONY カメラ一体型VTR DRC-PC10 ダイカス ト(HC).チクソ
97/01 東 芝 A5Libretto チクソ
97/04 富士フイルム デジタルカメラ Ds-300 チクソ
187/05 松下電器産業 A4CF-35 チクソ
97/07 三菱電機 A4Pedion チクソ
97/ll NEC A5MobioNX 夕クソ
97/ll 東 芝 B5Portage-300 チクソ
97/ll SONY､ A4'B5VAⅠ0 チクソ.ダイカス ト(HC)
97/ll ･シャ-プ カメラ一体型VTR VLPDⅠ チクソ
98/01 ビクター デジタルカメラ PRO-Q ダイカス ト
98/02 松下電器産業 カメラレコーダー D700 ダイカス ト(HC)
98/06 シャープ B5PC-PJ1 チクソ
98/06 NEC B5LaVicNX チクソ
98/07 '東 芝 A4'B5ダイナブック ダイカス ト(HC,CC).チクソ
98/09 SONY MD.MZ-E36 ダイカス ト(HC).フォージング
98/10 松下電器産業 A4プロノー トFG ダイカス ト(HC)
SONY 業務用VTR琵体 ダイカス ト
SONY 民生用VTR笹体 チクソ.ダイカス ト
NEC ノ- トパソコン笹体 塑性加工 .ダイカス ト
NEC 携帯電話機琵体 塑性加工
松下電器産業 ･液晶プロジェクター TH-L798J箆体 ~ チクソ
松下電器産業 テレデ前キャビネットTH-21MA1 チクソ (1600トン)
松下電器産業 テレビバックカバー チクソ
(出所)釜屋株式会社 ｢マグネシウム資料集｣〔URL〕p.22/23｡
図表Ⅳ-19 銅 ･AL･MG･チタンの機械的 ･経済的比較
(1)強度､剛性の比較
? ? ??? ? ? ?
? ? ? ? ?? ? ?
? ? ? ??




















200年 02` 04 06 08 83年度 90 95 2000 0 5 08
(出所)日本経済新聞2008年4月4日より｡ (出所)日本経済新聞2008年4月4日より｡




























































































































































(1)サンクトぺテルブルグ市 (IT及び計器製造)､(ロ)モスクワ市ゼレノグラー ド区 (電子産業)､再モス








































(注 9)中国における2009年上半期 (1-6月)の新車販売台数 (商用車を含む､中国内生産のみ)は
609万8,800台となり､前年同期より17.7%増加している｡因みに､同期間におけるアメリカの
市場規模は約480万台､日本のそれは約218万台であった (日本経済新聞2009年7月10日より)｡
(注10)郵船航空サービス株式会社 ｢YAS中華圏 ･各国情報｣[URL]より｡ なお釜山港は､日本との
間では､主要港を含めて53の港と航路を開設しているとされている (図表Ⅳ-23参照)｡
(注11)｢フォーラム福岡｣(2007年3月28日)[URL]より｡
























(注20)その中でも秋田県はとくにロシア･北東アジアに注目している｡ 詳しくは､姥名 保彦 ｢新局
面を迎えた日本海物流ネットワークの課題- 『日本海クロスオーバー型ランドブリッジ』構想-｣
/
(新潟経営大学 ･地域活性化研究所 ･地域活性化ジャーナル [第14号]p.59参照｡

































学 ･地域活性化研究所 『地域活性化ジャーナル』[2000年 7月<第4号>])p.ll-12及びp.18
-20(注30)を参照のこと｡なお､｢軽量金属｣を巡る争いの中で最後に残されたアルミニウ
ム合金とマグネシウム合金の ｢軽量革命｣戦いについては､ホンダが前者つまりアルミニウム
合金を軸にした戦略車 ｢インサイ ト｣を発売しているのに対して (｢Insight｣;http://www.
honda.co.jp/factbook/auto/insight/199909/014.html参照)､後者のマグネシウム合金につ
いては日産がその戦略的な活用に踏み切ったとされており (日本経済新聞2008年 1月 1日参照)､
今なお勝負はついてはいないようだ｡
(注25)こうした ｢変容｣の中で､金型設計ソフトであるソリッドシステムが極めて重要な役割を果た






































































































ための作業を行ってみよう｡ いわゆる ｢フィージビリティー｣研究である｡ とくに､｢広域連携型関越




ある｡ 二つには ｢エコ･カー｣における部品 ･素材産業の戦略性に関してである｡三つには部品 ･素材
産業における二面性についてである｡√以下でこれらの点を順次検討してみよう｡







































であろう｡観方を変えれば､自動車産業と電気 ･電子産業との "融合 ･一体化'とは､新産業 ･新立地
の創出すなわち環境 ･新エネルギー技術に依拠した新 ｢融合 ･総合型機械産業｣およびそれを基盤とす
- 110-
る産業集積の創出に他ならないのである｡
図表Ⅴ-1 主要自動車部晶の出荷額 (金額単位 :百万円)
平成12年度出荷額 構成比
エンジン部品 2,166,845 15.8%
電装品 .電子部品及び計器類 (1) 1,137,319 8.3%
始動発電機 (スタータモータ) 106,611 0.8%
充電発電機 (オルタネータ) 124,327 0.9%
磁石発電機 (マグネ ト-) 22,506 0.2%





走行 .変速関係電子機器 53,162 0.4%
ブレーキ関係電子装置 122,987 0.9%
電子部品及びセンサ-類 139,303 1.0%
リモー トキ-及び同システム 15,539 0.1%
その他の電装 .電子部品 174,970 1.3%
電装品 .電子部品及び計器類 (2) 2,053,483 15.0%
前照灯 (ヘッドランプ) 154,469 1.1%
信号 .標識灯 116,504 0.9%
その他灯器 23,716 0.2%
スピー ドメータ 174,841 1.3%
ワイパモータ及び各種モータ 111,913 0.8%
ワイパアーム .プレー.fI.リシク機構 60,534 0.4%








駆動 .伝導 .操縦装置部品 2,452,730 17.9%























自動車産業と電気 ･電子産業との関連性においては､後者 (電気 ･電子産業)の前者 (自動車産業)







































上述からも明らかなように､自動車産業を基軸とした三産業の融合 ･統合すなわち新 ｢融合 ･統合型機
械産業｣の形成は､環境 ･エネルギー技術の開発 ･発展と表裏の関係にあるのだが､その際見落として
ほならないのは､部品 ･素材産業が果たす役割である｡ 環境 ･新エネルギー技術開発の中軸をなす ｢L
CA｣論およびその基礎をなす ｢CALS(ContinuousAcquisitionandLife-cycleSupport)｣概念
は､そもそも部品･素材の ｢技術 ･生産連鎖｣からなる ｢製品｣論でありかつ ｢製品｣概念である｡従っ
て新 ｢融合 ･統合型機械産業｣の誕生とは､云いかえれば､三産業に跨る環境 ･新エネルギー技術開発
を支えるための部品 ･素材の組み替えおよびそれによって可能になる新製品･新産業の創出を意味して
いるのである｡いわゆる ｢要素技術革命｣である｡ 例えば､｢電気自動車｣や ｢燃料電池車｣がその典
型である｡それらは､環境+新エネルギー+非エンジン系動力源という ｢要素技術｣の新たな組み合わ
せによって生み出された新 ｢製品｣に他ならないのである｡それら新 ｢製品｣は､とりあえず ｢自動車｣
という概念で捉え6.れているにしても､本質的には ｢自動車｣とは異なる新たな概念で捉えられるべき
｢製品｣である｡ 何故ならばそれらは､ガソリン+エンジンという従来の ｢要素技術｣の組み合わせに
基づく古い設計思想とは本質的に異なる新設計思想に拠る部品 ･素材の新 ｢技術 ･生産連関｣すなわち









｢外装｣ ;9品目､(C)｢足回り｣ ;5品目､(D)｢吸排気｣ ;6品目､(E)｢室内｣ ;9品目､(F)





















































いわゆる "グリーン･デバイド [GreenDivide]'の発生である｡云うまでもなく､こうした ｢浮かぶ























008/1 4 7 10 09/1 4 6
(注)帝国データバンク調べ｡負債総額1000万円以上の倒産を集計｡
(出所)日本経済新聞2009年 9月30日より｡
B. グ`リーン･デバイ ド'の回避と ｢地域グリーンディール｣構想
そこでわれわれは､こうした次世代自動車開発が引き起こすデバイ ド問題に対して如何に対応すべき
かということを真剣に考えなければならないということになる｡





ないのである｡では､デバイ ド問題を乗り越えるにはどうすればよいのか｡ところで､ デ`ジタル ･デ
























































設計図 3NC FC NC機 金型部品 成型班
工程設定 2NC 鋼材 高速機 製品 型抜班




(出所)姥名保彦 ｢北東アジア 『バーチャル ･カー』構想一情報ネットワークシステム下の北東アジア
企業連携-｣([財]環 日本海経済研究所 (ERINA) 『情報通信ネットワークによる北東ア
ジアの企業連携』[2001年 3月刊行])p.65より｡
(2)｢地域ソリッド･システム｣構想




b. "グリー ン･デバイド'と ｢社会的イノベーション｣
では グ`リー ン･デバイド"問題の解決のために､どのような手段が考えられるのか｡一つは地域ネッ
トワーク化である｡その場合､ デ`ジタル･デバイド'問題における上記の県央金型企業のケースから













要である｡ここで取り上げている新 ｢融合 ･統合型機械産業｣は､まさにこの ｢環境イノベーション連
鎖｣を創り上げるためのイノベーションに他ならないのである｡ (但し､｢環境イノベーション連鎖｣と














しかしながら､ "グリー ン･デバイド'問題は､上述したように産業 ･企業 ･地域構造の再編成を通じ














の一環として捉えられるべきであるが [注22]｡)すなわち､新 ｢融合 ･統合型機械産業｣の地域ネット
ワーク化は､｢地域グリーンディール｣型の産業 ･企業 ･地域構造をサプライサイドから創り出すとい
う役割を担わなければならないのである｡

















































かくして､内外需連動型の新 ｢構造的内需拡大｣論が登場するのであるが､新 ｢融合 ･統合型機械産
業｣をその中に組み込むことによって-ということは､新潟集積もまた単なる も`のづくり拠点'から















では､新潟における ｢グリーンデイ-ル｣は何故 ｢ニューディール｣ではなく ｢グリーンディール｣
と呼ばれるのか｡それは､新潟においては､環境 ･新エネルギー技術主導の新 ｢融合 ･統合型機械産業｣
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太平洋軸から北東アジア･汎アジア軸への国土軸の転換 (注31)を求めるのはそうしたPlifIlからでi:),:)｡
では､北東アジアにおける ｢起爆軸｣と ｢伝播軸｣の関係はどうなるのか｡この点を最後に確.LJclして






























































大 学 企業 .自治体名 研究内容
豊橋技術科学大学(愛知県豊橋市) 伊藤光学工業(愛知県蒲郡市) 高硬度 .高密度の薄膜形成技術 硬くて密度が高く､摩擦が少ない炭素の薄膜を形成する技術
-花田工務店(愛知県豊橋市) 環境と健康にやさしい住宅 外断熱を取,り入れ調湿木炭を室内天井に設置して省エネ住宅を研究
中京大学 豊川信用傘庫(愛知県豊川市) 中小企業向け診断サービス 豊川信金が連携している
大学院 診断士と院生らが企業の
(名古屋市) 課題や改善策を診断
岐阜大学 岐阜県､大垣市､ 高度な技術と指導能力を併せ 金型創成技術研究センターの実習工場で成型加工や技術管理を学習(岐阜市) 日本金型工業会 持つ技術者甲育成
岐阜工業高等専門学校( 県本巣市) 岐阜県金型工業組合 . 属 金型 .精密機械加工関連企業を 金属加工や切削加工など
岐南工業 東伸(岐阜県大垣市) 若手ものづくり人材の育成 トヨタ生産方式 ｢カイゼ
高等学校 ン｣を体験し､ムダの発
.(岐阜市)など 見や改善方法を学ぶ
早稲田大学 岐阜県生活技術研究所 (高山市). -人間と製品や 人に優しいイスの開発
(東東 .新宿) 飛騨高山の家具メーカー6社 住環境のあり方
愛知学泉大(愛知県岡崎市) ココストア 社会人基礎力の 愛知の食文化調査､コン
(名古屋市) 育成 どこ弁当の開発
中京大学 サークルKサンクス(東京 .中央) 社会人基礎力の 販売戦略力の構築､新商(名古屋市) 育成 品開発






このことは､既に述べたように､環境 ･新エネルギー技術開発主導の新 ｢融合 ･統合型機械産業｣は､し'
新技術や新知識の集積基盤の上で始めて形成され得る産業である以上､従来の技術や知識に基づく単な





























































社会 ･経済 ･市場構造の変化をも考慮に入れれば､ ロ`ーカリゼーション'(すなわち "多様化")










1..日 動ー 車 のコ ンセ プ ト AV [*1] HV [*2] EV [*3] 燃料電池車(研究開発中)
燃 費 低燃費化 -低燃費化 低燃費化
駆 動 力 エンジン エンジン+モーター モーター
エネルギー源 ガソリン ガソリン 電気
アーキテクチャー[*4] インテグラル インテグラル モジュール
21コ ス ト コス トダウン(ダウンサイジ グ) コス トアップ コス トアップ
3.市 場
国 内 [*5] ○◎ ･0◎ ○◎
渇 _ 外
先 進 国新 興





















メ.ヽ≠~辛吋圭】ま臥∴工率 禦敷 .し.._A1 .:li .ハイブリッド車■l■■■■■■■■.■▼._ l低公害型ディー ゼル華
ti!t.▲乙★ ヽ Eクラスセダン(メルセデス.ベンツ日本)
斗f秦守 1円i ･4円 . 3円 ･9円
･l:滞鷲 " 0i 77クラム 61クラム 230クラム ′
拭う=1､.) 1義 .160キロメ-トル苛 1200キロメートル 1710キロメー トル 888キロメー トル
漣(-1葺き隻?lて翫+.+;1ゝL ◆蔓電気のみで走行､家庭用 低価格ハイブリッド車 世界最高水準の燃寛性 欧州で先行して畠及○
































































































































































































































































































































































95年 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05
(出所)朝日新聞2007年7月13日より｡










































































茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川
東海 ･北陸 ･甲信越地方の18年度大学入学者動向













































































































今日では､抑 ｢製品｣部門よりも ｢部品 ･素材｣部門及び ｢販売｣部門の方が相対的に重要度を増しつ














(非価格競争力 [品質 ･安全性 etc.]及び
非商品性 [感性･知性 ･文化性･社会性 etc.])
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図表Ⅵ-3 製造業における ｢付加価値レベル別ビジネスプロセス｣と ｢知識集約工程｣との関係
羊程間分業付加価値月lビジネスプロセス 労働集約工程 資本集約工程 知識集約工程
事業企画部門画研究開発デザイン試 作金型製製 作 部調 達 海外 (進出先).国内 海外 (進出先).国内 国内 (本社)一部国内
部品生産 海外 (進出先) 海外 (進出先).国内 国内
組 立マー ケテイング部門販 売 海外 (進出先)'国内 -海外 ◆(進出先).国内 一部国内戦略部門は国内 (本社)

































外市場ケース ;代替性B､国内市場ケース ;代替性C)へと進むことになる｡ そして遂には消費者近接


















ち ｢比較生産費分業｣に対 して､新たに ｢知識集約度｣に依拠 した国際分業論という意味で
｢知識集約分業｣と呼ばれるべきであろう-が形成されるからだ｡なお､｢知識集約分業｣につ
いては､東芝ホームテクノ株式会社が行っている国際分業が興味深い事例を提供 してくれてい


































■国有企業 国内企業 多国籍企業 I
I
中小企業-(通常.一工場) ｢独立型の｣取引 大企業(通常.複数工場) 中小の多国籍企業 r独立型のJ取引 グローバル企業
ライセンス生産 戦略的提携
下請け 下請け
r独､ 独立 の｣取弓 I
型のJ取弓 t一 l ｢ f l'
一.下請什 戦略舵提携
√合弁事業 下請け産業提携契約.ライセンス生産._下請け







































本社 本社全社的管理機能 全社的管理機能I I
P M P M P M P M P M P M




隼 業 部 管 理 機 再拝_,Fi lm ,ri m. ,ri M A A BX Y X YP M P .M P M P 'M
○ 製品 [コ 地域 P製造 M 販売






















































































lさくら銀行 l l三井物産 l
住友グループ
l 住友銀行 H 住友商事 ~-ト
大手銀行と総合商社を中心とする後発集団 ＼
芙蓉ゲル-プ
l富士銀行 H 丸紅 t.
第一勧銀グループ
l 第一勧業銀行-ノ 伊藤細事
｣ 一 ･一 [コ 垂 コ
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(出所)P.ディッケン 『グローバル ･シフトー 変容する世界経済地図-』(上)(2004年10月刊)p.305
より｡
(注 1)本稿 (補論 [Ⅱ])は､P.デイッケン 『グローバル ･シフト-変容する世界経済地図-』(古今
書院刊)において展開されている多国籍企業論に拠っている｡
(注2)P.デイッケン教授は､ビジネス･プロセスの中でも財やサービスの生産過程すなわち ｢生産連
鎖｣にとくに注目している (P.デイッケン 『グローバル ･シフ トー 変容する世界経済地図-』
[2004年10月､古今書院刊]p.9参照)｡
(注3)P.デイッケン 『グローバル ･シフトー 変容する世界経済地図-』[2004年10月､古今書院刊]
p.257-311参照｡
(注4)｢付加価値レベル別 ･工程間別国際分業｣に関しては､図表Ⅵ-3を参照されたい｡前述した
ように (第Ⅵ章 [注2]参照)､今日の国際分業においては､産業間 ･企業間分業-それは製
品 ･サービス間分業からなる-ととも古.=､産業内･企業内分業-それは付加価値レベル別ビジ
ネスプロセス間分業と工程間分業とのマトリックスからなる-とが併存しており､しかも後者
の比重が次第に高まっているのである｡ なおその具体例としては､姥名 保彦 ｢中越金属加工
業における 『ボーダレス経営』の課題-アジア金属加工業共生の途-｣(新潟経営大学 ･共同
研究プロジェクト『アジア企業進出を巡る問題点と課題一新潟県中越集積企業の ｢ボーダレス
経営｣研究-』[2003年11月刊])p.71-73及び姥名 保彦 『｢重層的経済圏』下の東 ･北東ア
ジア地域連携研究-北太平洋経済圏と北太平洋物流ネットワーク構想を中心にして-』(新潟
経営大学 ･地域活性化研究所､2007年6月刊)p.71-72を参照されたい｡







Ⅶ.付 ? ? 料
Ⅶ.付属資料
1.新潟県の新 ｢融合 ･統合型機械産業｣(自動車 ･電気電子産業 ･航空機産業の融合 ･一
体化)に向けての地域ネットワーク主導環境 ･新エネルギー技術連関形成の可能性
-カー .ユ -ザ -の技 術 .製 品･市場部 品 .材料(カテ ゴ リ一別 ) 自動車メーカー
部品メーカー アセンブラ- ユ-ザ- 製品











































































Ⅰ-2 モータ (燃料電池車用/ハイブリッド車用) ;大野精工 (ト15)
ト3 インバータ
ト4 キャパ シタ





































































-カー.ユーザーの技術 .製 品･市場部品.素材 電気 .電子メーカー等
部品メーカー アセンブラー ユーザ｢ 備考
環境技術 安全技術 環境技術 安全技術 国内 海外 (物流ルー ト)
A.燃料電池開発B 電池供給.熱処理･循環装置 コロナ(A1中央電気ダイニチハシモト東芝照明プレ÷ホーム 業(A2)莱 3A4)ジョン(*A5)一クノ(B6 コロナ(*1中央電気新日本石.自動車メ東芝ホー ム A(!2?)(*3)カー(*4)5クノ(*6?
･燃料電池熱処理 中津山熟 理(B7) 中津山熟 理(*7?)














































(F18) ｢遠藤工業株式会社｣は､破砕機及び粉砕器を環境機械として製造している (姥名 保彦 『｢重
層的経済圏｣下の東 ･北東アジア地域連携一北太平洋経済圏と北太平洋物流ネットワーク構想r
を中心にして-』(新潟経営大学 ･地域活性化研究所)[2007年6月] p.76-77参照)｡
























部品メーカー アセンブラー ユーザー 製品-
環境技術 安全技術 環境技術 安全技術 国内 海外 (カテゴリー)
有沢製作月(C6) 有沢製作所(*6) 沢製作所(*
オー エム製 所長岡工場( 製作所長岡 場(*7) オ エム製作所 岡工場(*7)









































新 潟 県 自 動
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車 産 業 マ ッ プ ～ 機 械 部品･モジュー ル～
エンジン部品/灘械加=
ブレーキ部品




～ 電 装品･モジュー ル～
l
､ r頂 些 ｣





口石油 口石炭 E)天然ガス 田原子力
(10柑J) 日水力 田新エネルギー･地熱等
056き 22.009ー.66 1 22.76 75
l.持 らt-iL Jt二†1fiP一ヽ～早Jt,)ー5 ,92 16.414.38__ 9iI I∫ ▼ヽI
I)tヽ 章 i9.J p
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